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学徒の本質を諭す
一菊池先生と植物図鑑ー
長 井 真 隆
(富山市科学文化センタ-)
人生は，人や自然あるいは書物との出合いに始まり， 人で，堤防の木蔭(かげ)にねころんで青い空を見つめ
それらが織りなす織物のようなものだ。死の直前まで織 て昼寝するのが楽しみであった。 1週間働いて 350円に
り続けられ，織り直しも染め直しもきかない。たとえ， なったので， その足で古本屋に駆けつけて図鑑を買っ
しばしの出合いであってでも，感動が大きければ大きい た。うれしかった。これが，自分で購入した最初の本で
ほど，人生に深くかかわるものだ。 ある。 30余年過ぎた今日，本は 2，000冊を超えたが，こ
私が，旧制魚津中学に入学したのは昭和18年。当時の の古本は今も一番の宝物だ。
校長は菊池勘左衛門先生。先生は，校長でありながら 1 時は流れて，昭和51年，富山県生物学会50周年記念会
年生の生物の授業を担当された。教育者らしく気品があ で，菊池先生は佐渡博物館の館長として「佐渡のトキ」
り，しかもいたわりの心の厚い方であった。 を講演なさった。張りのある口調，ほとばしる情熱，年
入学して間もない5月のある日，松と桜の授業で質問 を感じさせなし、。これが33年ぶりの先生との再会であっ
を受けられた。私は，桜が落葉するのに松が落葉しな た。
い。その理由を尋ねた。先生は，しばらくして， iそれ 昭和54年11月，科学文化センターの完成を祝して，
は，松の葉っぱに聞いてごらん」と，一言おっしゃって “私が富山にいた頃(ころ〉からの長い夢の実現おめで
にこにこなさった。先生との会話は，たったそれだけで とう。建設の心を心として市民に親しまれる館に育てる
あったが，そのことばが先生の人柄とともに，私の心の ように"とL、う書状が届いた。そして， 3カ月後のこと
内にいつまでも残った。 し2月，先生は佐渡の地で命終なされた。
大村はま女史は，子供は身のほど知らずの知りたがり 菊池先生・古い植物図鑑，そして郷土の自然，これら
やと，その著書で述べておられるが，戦後の空虚でト，ま は「葉っぱに聞いてごらん」の一言でつながっている。
Tこ一面，希望の持てる時代に，旧制富山師範に進んだ私 この一言は，植物の進化と適応に発展する問題で，私の
は，身のほどもわきまえず，先生のことばを気にかけな 手に負えない難問だが，自然、を足で調べ，自で確かめ，
がら緑豊かな山野を探索した。当時は，適当な本は少な 心で温かく受けとめていく学徒の本質を諭されたことば
く，富山市内の古本屋を散策することが多かった。そし かと，改めて味わっている。
て， 目をつけたのが一冊の古い小さな植物図鑑であっ 再び巡り会えた喜び，永久にお逢(あ〉いできなくな
た。価格は 350円。貧乏学生の私には手が届かなし、。 った悲しみ，しかし，それらを超えて出会いの尊さをし
欲しさのあまり，その夏，建設省黒部川事務所に駆け みじみと感じている。
込んで作業員に雇ってもらった。暑さのなかの慣れない (55. 4. 8 北日本新聞〉
仕事で大変であったが，昼休みに， もう 1人の学生と 2
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